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都市再生整備計画　事後評価シート

荻野川周辺地区

平成２５年4月

神奈川県　厚木市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 626ha

交付期間 0.399

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた
今後も地元住民や地元市民団体と協働で、身近な自然環境の保全とそれらを身近
に親しめる環境整備を目指す。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載し、実施できた ①今後も地元住民や地元市民団体と協働で、身近な自然環境の保全とそれらを身
近に親しめる環境整備を目指す。
②今後も地元住民や地元市民団体と協働で、運営を進める。

事後評価実施時期 交付対象事業費

 ５）実施過程の評価 住民参加
プロセス

広町公園の美化活動

モニタリング

実施内容

なし

持続的なまちづくり
体制の構築

①広町公園計画への住民参加
②荻野公民館建設への住民参加

事業名 削除/追加の理由

荻野川周辺地区

1,040百万円

－

目標値 フォローアップ
予定時期

指　標
効果発現要因
（総合所見）

－

神奈川県 市町村名 厚木市 地区名

事業名

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

道路（市道I-326・D-2号線　外、市道鳶尾幹線）、公園（（仮称）広町公園）、高次都市施設（荻野公民館）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－

平成20年度～24年度 平成24年度

－

国費率

－

－ －

地域創造支援事業（市民サービスコーナー整備事業）

1年以内の
達成見込み

交付期間
の変更

－

・広町公園は、整備前は草木が深く茂り、人の出入りがほとんどない場所であったが、開放的で明るい水辺空間の創出により子どもも安全に利用できる空間となり、大幅に利用者が増加した。また、生物部が活発に活動している高校と地
域住民（厚木生物会、荻野自然観察会、本郷七日会など）による外来生物の除去等を行うことで、希少植物であるミクリや整備前から飛来するカワセミなどの地域独自の自然環境の保全に努めている。
・健康・交流のみちづくりでは、検討会議や意見交換会を実施し、市民の声を反映した整備が行われ、利用者から「歩きやすい道である」「川のせせらぎが見えて良い」などの意見があった。
・荻野公民館の新築移転により、公民館利用者数が増加すると共に、市民サービスコーナー内に整備されたミーティングルームは、地域住民や地元市民団体の会合の場として広く利用されている。

数　　値

今後の対応方針等

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

フォローアップ
予定時期

交差点部に左折レーンを増設したことによ
り、スムーズに通行できるようになった。

実施状況

1年以内の
達成見込み

－

荻野公民館の新築移転により、多目的広
場や体育館など施設が広くなり機能が充実
したことや、市民サービスコーナー内に整備
されたミーティングルームは、地域住民や地
元市民団体の会合の場として広く利用され
ている。

45,837人

420 H19

効果発現要因
（総合所見）

市道I-326・D-2号線外が健康・交流のみ
ちとして整備され、広町公園が散策途中の
休憩所として利用可能となり、各施設が相
乗的な効果を上げたため散策者が増加し
た。

ｍ

目標値

－

H19 155

24

緑道通行者数 平成25年3月

H19

 １）事業の実施状況

当初計画
から

削除した
事業

－

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値

平成26年1月
地域住民の意見を取り入れた広町公園、

道路、公民館の整備等により、生活環境に
対する満足度が向上した。

①②道路の安全性や快適性の確保のために新たに事業を
追加新たに追加し

た事業
－

人/日

平成20年度～24年度

目標
達成度

－
交付期間の変更による事業、

指標、数値目標への影響

指標1

①②人にやさしいまちづくりの推進に関連するが、目標値は据え置
く

道路（①みはる野入口交差点、②市道本郷柄沢線）

－

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

目標
達成度※１

50

その他の
数値指標３

－

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

みはる野入口交差点の
渋滞解消

荻野公民館の利用者数 27,240

従前値

H24

22

141

H19

174 ○

数　　値

指　標

25H25 ○生活環境に対する意識指標２ ％



様式２－２　地区の概要

単位：人/日 141 H19 155 H24 174 H23

単位：％ 22 H19 24 H25 25 H23

緑道通行者数

-

荻野川周辺地区（神奈川県厚木市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値 目標値 評価値

　大目標：自然共生による水やみどりを生かしたまちづくり
　目標１　水とみどりに親しめる施設整備
　目標２　人にやさしいまちづくりの推進

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

生活環境に対する意識

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・本計画以外の健康・交流のみちの整備や清田谷川水辺創出事業整備等に努め、地域資源を活用した自然環境の場の更なる充実を図る。
・自然環境を通じて、維持管理や環境教育などソフト施策を行うことで、新旧住民が一体となった地域コミュニティの更なる発展を目指す。
・道路や公園等の整備・維持管理により、安全・安心面での相乗効果を図り、暮らしやすいまちづくりを推進する。
・健康・交流のみちが、地域住民だけでなく、来訪者も快適に利用できるよう、情報発信による更なる安全性・利便性の向上や散策者の交通安全対策を図る。

まちの課題の変化

・既存資源を生かした施設整備が課題であったが、広町公園の整備により、貴重な動植物を保護しつつ地域住民に身近に親しめる自然環境の場が整った。また、健康・交流のみちとして荻野川沿いを散策できる歩行空間の整
備により、安全で快適な歩行空間が確保されたが、利用者の増加により、更なる利便性や交通安全性を考慮した散策環境の改善が望まれる。
・地域コミュニティ活動の拠点施設の整備が課題であったが、施設整備により、子育て世代から高齢者まで幅広い世代が利用できる荻野公民館や、広町公園での美化活動や自然観察会などにより、地域コミュニティ活動の拠
点や活動の場として活用され、課題が改善した。
・高齢者に配慮した人優先のまちづくりが課題であったが、道路整備による地区内生活道路の歩行者の安全性や防犯面の向上、荻野公民館のバリアフリー化等地域住民の意見を反映した施設整備により、高齢者だけでなく
幅広い世代が安心して暮らせるまちづくりが進められ、課題が改善した。

○関連事業
　東谷戸川多自然川づくり事業

 関連事業
みはる野調整池水路多自然化整備事業

 関連事業
　清田谷川水辺創出事業

 基幹事業　道路事業
　市道鳶尾幹線

 基幹事業　道路事業

　市道Ｉ－326・Ｄ－2号線　外

 基幹事業　高次都市施設
　荻野公民館

 提案事業　地域創造支援事業
　市民サービスコーナー整備事業

 基幹事業　公園事業
　（仮称）広町公園

 基幹事業　道路事業
　みはる野入口交差点

 基幹事業　道路事業
　市道本郷柄沢線

　　　　　　基幹事業
　　　　　　提案事業
　　　　　　関連事業

凡　　例

市道Ｉ－326・Ｄ－2号線　外（整備後）

市民サービスコーナー整備事業（整備後）

市道本郷柄沢線（整備後）

（仮称）広町公園（整備後）

市道鳶尾幹線（整備後）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○身近に親しめる自然環境の場の更なる活用、コミュニティ活動拠点施設の更なる活用 

・本計画以外の健康・交流のみちの整
備や清田谷川水辺創出事業整備
等に努め、地域資源を活用した自然
環境の場の更なる充実を図る。 

・自然環境を通じて、維持管理や環境
教育などソフト施策を行うことで、新旧
住民が一体となった地域コミュニティ
の更なる発展を目指す。 

＜想定される事業＞ 
・健康・交流のみちにおける「道路里親制度」を活用した地域住民による維

持管理と行政の後方支援、地域住民への制度の周知 
・「清田谷川水辺創出事業」の実施 
・「みはる野調整池水路多自然化整備事業」の実施 
・広町公園などの地域住民による維持管理と行政の後方支援、地域住民

への制度の周知 
・広町公園の美化活動、自然環境学習活動、荻野公民館を活用した幅広

い世代が参加できる定期的なイベント等の開催 
・自然環境活動により発展したコミュニティ活動を基にした、他の地域活動へ

の展開 

○幅広い世代が安心して暮らせるまちづくりの推進 

・道路や公園等の整備・維持管理によ
り、安全・安心面での相乗効果を図
り、暮らしやすいまちづくりを推進する。 

＜想定される事業＞ 
・道路構造物並びに道路安全施設の維持管理 
・地域住民による道路や公園の維持管理と行政の後方支援、地域住民へ

の制度の周知 

○健康・交流のみちの利用者の増加による利便性や交通安全性を考慮した散策環境の改善 

・地域住民だけでなく、来訪者も快適に
利用できるよう、情報発信による更な
る安全性・利便性の向上を図る。 

・散策者の交通安全対策を図る。 

＜想定される事業＞ 
・情報案内板、誘導サイン等の設置 
・ルートの紹介（ホームページでの情報発信、マップの作成等）の検討 
・道路安全施設設置の検討 

 

荻 野 川 

周 辺 地 区 
荻野地区は、丹沢山麗の樹林地及び荻野川等の河川に囲まれ、豊かな自然環境に恵まれています。また、大型開発により計画的に整備された住宅地

が多く、水とみどりに囲まれた住環境は郊外型ベッドタウンとして人気を集めています。 
しかし、荻野川を始めとする豊かな自然環境を身近に親しめる施設が不足しています。 
また、みはる野団地等の大規模分譲により、新住民が増加したことから、新旧の住民を問わず、地域のコミュニティ活動を行うことができる拠点施設の整備

が必要です。 
さらに、鳶尾団地等の既存団地では高齢化が進展していることから、高齢者に配慮した人優先のまちづくりが求められています。 
本地区では、このような課題解決を図るため、都市再生整備計画により、荻野川の豊かな自然環境を生かし、市民参加で施設を計画し、自然環境を通じ

たコミュニティづくりを目指します。 

地区のまちづくりに必要な事業を記載した「都市再生整備計画」を作成（Ｐｌａｎ）し、成果を意識しながら事業を実施（Ｄｏ）し、交付期間最終年度に目標の達
成状況を評価（Ｃｈｅｃｋ）するとともに、必要な改善点は速やかに改善する（Ａｃｔｉｏｎ）というＰＤＣＡサイクルでまちづくりを進めました。 

市道 I-326・D-2 号線 外 

（仮称）広町公園 荻野公民館 

＜実施事業＞ 

市道 I-326・D-2 号線 外 

みはる野入口交差点 

市道鳶尾幹線 

市道本郷柄沢線 

（仮称）広町公園 

荻野公民館 

市民サービスコーナー整備事業 

（荻野公民館内） 

 

指標１ 緑道通行者数  目標値達成 

指標２ 生活環境に対する意識  目標値達成 

その他の指標１ みはる野入口交差点の渋滞解消 

その他の指標２ 荻野公民館の利用者数 

 地域住民の意見
を取り入れた広町公
園、道路、公民館
の整備等により、生
活環境に対する満
足度が向上した。  

 交差点部に左折レーンを
増設したことにより、スムー
ズに通行できるようになり、
渋滞が解消された。  
 

 荻野公民館の新築
移転により、多目的広
場や体育館など施設
が広くなり機能が充実し
たことや、市民サービス
コーナー内に整備され
たミーティングルームは、
地域住民や地元市民
団体の会合の場として
広く利用されている。 

従前値（Ｈ19）  

 420 （m）  

 

評価値（Ｈ24）  

 50 （m）  

 

大目標 自然共生による水やみどりを生かしたまちづくり 

目標１ 水とみどりに親しめる施設整備 

目標２ 人にやさしいまちづくりの推進 

指標 定義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値 

指標１： 

緑道通行者数 

荻野川堤防道路の

通行者数 

荻野川周辺の公園、堤防道路等を整

備することにより歩行者通行量が

増加する。 

141 

人/日 

（H19） 

155 

人/日 

（H24） 

指標２： 

生 活 環 境 に 

対する意識 

当該地区の市民意

識調査のまちづく

りの変化に対する

指標の平均 

コミュニティ施設、周辺環境の整備

に伴い、住民の生活環境（緑の空間、

水辺の空間、生涯学習、人にやさし

い市街地の形成（バリアフリー等））

に対する満足度が増加する。 

22％ 

（H19） 

24％ 

（H25） 

 

計画時に設定した指標と事後評価時に追加した指標（そ
の他の指標）により、目標の達成度を評価しました。  

 

  

 

事後評価 改 善 

都市再生整備計画の作成 事業の実施 

＜数値では評価できない定性的な効果＞ 
・広町公園は、整備前は草木が深く茂り、人の出入りがほとんどない場所であったが、開放的で明るい水辺空間の創出により子どもも安全に利用で
きる空間となり、大幅に利用者が増加した。また、生物部が活発に活動している高校と地域住民（厚木生物会、荻野自然観察会、本郷七日会な
ど）による外来生物の除去等を行うことで、希少植物であるミクリや整備前から飛来するカワセミなどの地域独自の自然環境の保全に努めている。 

・健康・交流のみちづくりでは、検討会議や意見交換会を実施し、市民の声を反映した整備が行われ、利用者から「歩きやすい道である」「川の
せせらぎが見えて良い」などの意見があった。 

・荻野公民館の新築移転により、公民館利用者数が増加すると共に、市民サービスコーナー内に整備されたミーティングルームは、
地域住民や地元市民団体の会合の場として広く利用されている。 
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が健康・交流のみちとして
整備され、広町公園が散
策途中の休憩所として利
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